
１_平成 25年 2月末に完成し
た東城自治振興センター／２_
比和自治振興区の公民館事業
「博物館に親しむ」／３_多くの
市民で話し合い、内容を決めて
いった「庄原市まちづくり基本
条例策定委員会」／４_市民が
知り合いつながる場として開催
された「しょうばら愛サミット」
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まちづくりの10年

１　自治振興区の推進
２　庄原市まちづくり
　　基本条例制定

本
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る

最
高
規
範
を
制
定

　

合
併
後
は
、
自
治
振
興
区
を
は

じ
め
、
各
種
市
民
活
動
団
体
、
個

人
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
が
主
役
と
な
っ

て
「
ま
ち
づ
く
り
」
は
進
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
市
民
と
議
会
、

行
政
が
共
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
仕
組
み
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
が
ル
ー
ル
に
則
っ
て

お
互
い
の
立
場
を
理
解
し
合
い
な

が
ら
、
協
力
し
て
「
ま
ち
づ
く

り
」
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
を
記
載
し
た
条
例
を
策
定
す
る

た
め
、
市
は
平
成
21
年
度
に
策
定

委
員
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

策
定
委
員
会
で
は
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
条
例
素
案
を
取
り
ま
と

め
、
平
成
23
年
３
月
、
市
長
へ
提

出
。
ま
た
、
条
例
の
内
容
を
広
く

市
民
に
伝
え
、
意
見
を
取
り
入
れ

る
こ
と
が
で
き
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
過
程
を
経
て
、「
庄

原
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
が

平
成
24
年
４
月
１
日
に
施
行
。
庄

原
市
を
も
っ
と
暮
ら
し
や
す
い
ま

ち
に
す
る
た
め
に
、
み
ん
な
が
共

に
考
え
、
協
力
し
合
い
、
行
動
す

る
た
め
の
「
基
本
的
な
約
束
」
が

明
文
化
さ
れ
、
本
市
の
ま
ち
づ
く

り
に
お
け
る
最
高
規
範
と
し
て
位

置
付
い
て
い
ま
す
。

　

条
例
施
行
後
、
ま
ち
づ
く
り
に

対
す
る
新
た
な
動
き
が
生
ま
れ
て

き
て
い
ま
す
。

　

市
は
、
市
民
が
自
由
に
話
し

合
う
た
め
の
集
い
の
場
づ
く
り

（
し
ょ
う
ば
ら
愛
サ
ミ
ッ
ト
の
実

施
）
や
、
小
中
学
校
へ
の
出
前
講

座
、
事
業
に
対
し
広
く
市
民
の
意

見
を
聞
く
プ
ラ
ン
ナ
ー
・
モ
ニ

タ
ー
制
度
を
利
用
し
て
情
報
を
共

有
・
収
集
。
市
民
活
動
で
は
、
高

齢
者
の
日
常
生
活
を
地
域
の
人
が

支
援
す
る
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制

度
「
助
っ
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

よ
る
互
助
・
共
助
の
取
り
組
み
、

森
林
資
源
を
活
用
し
た
地
域
活
性

化
を
図
る
「
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
な
ど
、
主
体
的
な
活
動
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
市
議
会
で
は
条

例
策
定
前
か
ら
実
施
し
て
い
る
議

会
報
告
会
を
継
続
し
て
開
催
し
、

市
民
の
意
見
や
要
望
の
把
握
と
議

会
審
議
の
場
で
そ
れ
ら
を
反
映
す

る
な
ど
、
よ
り
一
層
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
の
広
が
り

が
、
協
働
の
取
り
組
み
へ
と
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

自
治
振
興
区
の
設
置
と

セ
ン
タ
ー
化
の
推
進

　

本
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
語
る
上

で
、
自
治
振
興
区
の
存
在
は
欠
か

す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

自
治
振
興
区
は
、
合
併
協
議
会

で
決
定
さ
れ
た
方
針
に
よ
り
住
民

自
ら
立
ち
上
げ
た
自
治
組
織
で
、

合
併
に
あ
わ
せ
市
内
に
88
組
織
が

誕
生
。
広
大
な
市
が
誕
生
し
た
こ

と
で
、
新
市
と
し
て
の
一
体
感
の

醸
成
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、

旧
市
町
の
区
域
ご
と
に
自
治
振
興

区
連
絡
協
議
会
、
市
全
域
で
自
治

振
興
区
連
合
協
議
会
（
後
に
自
治

振
興
区
連
合
会
に
名
称
変
更
）
が

設
立
さ
れ
、
連
携
を
図
る
な
か
で

活
動
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
典
型
的
な
中
山

間
地
域
で
あ
る
本
市
は
、
過
疎
・

少
子
高
齢
化
に
伴
う
活
動
の
停
滞

や
担
い
手
の
確
保
な
ど
、
地
域
の

維
持
や
振
興
の
課
題
が
複
雑
で
多

様
化
し
、
行
政
だ
け
で
は
対
応
で

き
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、

自
治
振
興
区
の
果
た
す
役
割
が
大

き
く
な
り
、
そ
の
期
待
も
高
ま
っ

て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
各
地
域
で
は
公
民
館

自
主
運
営
協
議
会
に
よ
る
公
民
館

活
動
も
展
開
さ
れ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
地
域
活
性
化
や
住
民
福
祉
の

向
上
を
図
る
と
い
う
共
通
の
目
的

を
よ
り
達
成
で
き
る
よ
う
、
公
民

館
の
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
化
に
向

け
た
議
論
が
進
み
始
め
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
多
く
の
議
論
と
検
討
に

よ
っ
て
、
公
民
館
は
自
治
振
興
セ

ン
タ
ー
へ
と
移
管
。
88
あ
っ
た
自

治
振
興
区
は
平
成
25
年
４
月
に
22

に
再
編
さ
れ
、
地
域
の
ま
ち
づ
く

り
活
動
の
拠
点
が
整
い
ま
し
た
。

　

こ
の
再
編
に
よ
っ
て
、
よ
り
主

体
的
な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

藤 谷 善 久 さん野 原 建 一 さん

庄原市自治振興区連合会
会長

元庄原市自治振興区活動促進補助金
審査会会長・元庄原市まちづくり基
本条例策定委員会委員長

　10 年間を振り返ってみて、地
域で目に見えて成果のあった変化
は自治振興区だと思います。市か
らの情報を伝達する行政区から、
自ら地域課題の解決を図る自治振興区への変更は大きな転
換点となりました。
　かつてない少子高齢化や過疎化が進む中、地域をどう存
続させていくのかという大きな課題に直面しています。ま
た、行政の手の届きにくい地域の身近な取り組み、例えば
地域包括ケアシステムや自主防災、高齢者の見守り活動と
いったことも、それぞれの地域で担う時代となっています。
　今後の 10 年を決定付けるのは、自分たちの将来のこと
を見据えて、地域の資源をどう活用しながら、自分たちが
何にどう取り組むかです。庄原市自治振興区連合会では、
各振興区での取り組み内容を共有し、自治振興区相互の交
流促進を図りながら、行政と協働し、「いちばん住みやす
いまち庄原」を築いていきたいと考えています。

　この 10 年、さまざまな事業提
案を受けてきた中で特に印象にあ
るのが、自然景観を強化する取り
組みです。身近な自然景観を見過

ごしていることはよくありますが、総領町の節分草、東城
の福寿草、城跡といった自然景観を自分たちの宝にしてい
ることは、すばらしいことだと思いました。こうした地域
の宝を地域外の人にも知ってもらおうとする皆さんの熱意
はすばらしく、補助金の使い方として有意義だと思います。
　庄原市まちづくり基本条例の策定では、策定委員会の委
員 21 人中 10 人が女性で、ここまで多くの女性が関わっ
ての条例策定は他の市町村にはなく、女性の目線を生かし
た条例となっています。
　私の好きな言葉に「共に働く協働の精神」というのがあ
りますが、この言葉のように住民と行政が一緒になって知
恵を出し合い、庄原のまちづくりを進めるために働いてほ
しいと思います。

合併から10年を振り返るシリーズ。
最後となる今月は、まちづくりをテーマにお届けします。
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１_お助けネット峰田／２_昨年度は市内10自治振興区が取り組んだ「のろし
プロジェクト」／３_庄原市自治振興区連合会が各自治振興区の独自の取り組
みを広く紹介する「まちづくり！実践セミナー」／４_毎年、活動促進補助金を
活用し実施した事業をポスター展示／５_庄原市自治振興区連合会・市合同の
先進地視察研修（鳥取市鹿野町）／６_平成26年度「まちづくり応援補助金」
を活用し保育に関するシンポジウムを開催した「（一社）里山こども未来会議」

地
域
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が

地
域
課
題
の
解
決
に
力
を
発
揮

　

市
は
、
地
域
課
題
の
解
決
や
目

標
達
成
の
た
め
に
、
平
成
24
年
度

か
ら
国
の
地
域
活
動
支
援
で
あ
る

「
集
落
支
援
員
」
制
度
の
活
用
を

ス
タ
ー
ト
。

　
「
地
域
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
の
名

称
で
実
施
し
て
い
る
こ
の
事
業

は
、
事
務
職
員
と
い
う
位
置
付
け

で
は
な
く
、
自
治
振
興
区
で
設
定

し
た
課
題
に
対
し
専
門
的
、
集
中

的
に
取
り
組
み
、
３
年
を
め
ど
に

【高自治振興区】
歴史街道を整備

　高自治振興区では改めて古里を見直そうと、この補助
金を活用。平成 17 年度に「ふるさと発見事業」として
歴史パンフレットを作成し、20 年度には「歴史街道整備
事業」として城跡である要害山までの遊歩道整備をしま
した。
　この遊歩道は、毎年行われている「のろしプロジェク
ト」のための道としても活用されています。24 年度にも
同補助金を利用し休憩
所を設置。毎年、小学
生と地元の皆さんが一
緒に、しいたけの菌を
ほだ木に植える作業を
行い、交流の場として
も活用されています。

【久代自治振興区（為重自治振興区）】
ためしげ福寿草の里の整備事業

　久代自治振興区統合前の為重自治振興区では、平成
19 年度に同補助事業を活用し、地域資源である「福寿
草」の自生地に案内板などを設置。子どもから高齢者、
車椅子の来場者も安全に散策鑑賞ができるよう翌 20 年
度には散策遊歩道を整備し、22 年度には来場者の利便
性を図るため簡易トイレを整備しました。
　これにより、毎年３月に開催される「福寿草まつり」
には多くの人が訪れ、
当初から目指してい
た 『「通り過ぎる里山」
から「立ち止まる里山」
へ』を見事かたちにし、
地域の活性化へとつな
がっています。

　●庄原市自治振興区活動促進補助金活用事例紹介

市
民
活
動
団
体
を
支
援

　

地
域
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
活

動
は
自
治
振
興
区
だ
け
で
な
く
、

市
民
活
動
団
体
に
よ
る
取
り
組
み

も
あ
り
ま
す
。

　

多
様
化
深
刻
化
す
る
地
域
課
題

の
解
決
や
地
域
振
興
の
た
め
に

は
、
市
民
活
動
団
体
の
活
躍
は
欠

か
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
市
は
市
内

で
活
動
し
て
い
る
市
民
団
体
の
連

携
と
協
働
を
促
進
す
る
た
め
、
平

成
25
年
度
に
「
市
民
活
動
団
体
登

録
制
度
」
を
創
設
。
現
在
、
15
団

体
が
登
録
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
う
し
た
団
体
の
よ
り

一
層
の
活
動
を
促
す
た
め
、
平
成

26
年
度
に
は
「
ま
ち
づ
く
り
応
援

補
助
金
制
度
」
を
創
設
し
、
資
金

的
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

終
わ
り
に
―

　

本
市
も
、
時
代
の
変
遷
と
と
も

に
抱
え
る
課
題
も
大
き
く
複
雑
に

な
っ
て
い
ま
す
。
行
政
だ
け
で
解

決
す
る
こ
と
が
困
難
な
も
の
が
増

え
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
ま
ち
づ
く

り
基
本
条
例
に
よ
る
参
画
と
協

働
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
や
役
割
に

応
じ
て
補
完
し
合
う
こ
と
が
、
こ

れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
大
切

で
あ
り
、
今
後
よ
り
一
層
求
め
ら

れ
て
き
ま
す
。

な
ど
、
市
内
外
か
ら
高
く
評
価
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
創
意
工
夫
で
課
題
に
取
り
組
む

自
治
振
興
区
へ
支
援

　　

市
内
の
自
治
振
興
区
で
は
、
地

域
の
将
来
像
や
課
題
の
解
決
に
向

け
た
取
り
組
み
な
ど
を
ま
と
め
た

「
地
域
振
興
計
画
」
が
策
定
さ
れ
、

こ
の
計
画
を
元
に
地
域
課
題
を
克

服
す
る
た
め
の
取
り
組
み
や
、
地

域
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
は
こ
の
よ
う
な
活
動
に
対

し
、
自
治
振
興
区
活
動
促
進
補
助

金
を
設
け
、
合
併
当
初
か
ら
支
援

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
分
も
含
め
る
と
、

11
年
間
で
２
２
４
件
、
２
億
４
千

万
円
の
補
助
金
を
交
付
。
当
初
は

一
体
感
の
醸
成
、
新
し
い
取
り
組

み
や
行
事
、
施
設
整
備
を
中
心
に

し
た
申
請
が
出
さ
れ
る
傾
向
が
あ

り
ま
し
た
が
、
現
在
は
、
よ
り
生

活
に
密
着
し
た
事
業
を
実
施
す
る

た
め
の
申
請
が
増
え
て
き
て
い
ま

す
。

　

補
助
金
の
交
付
に
あ
た
っ
て
市

は
審
査
会
を
行
い
、
そ
こ
で
出
さ

れ
た
助
言
を
自
治
振
興
区
に
伝
え

る
な
ど
、
よ
り
効
率
的
で
効
果
的

な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
る
よ
う
支

援
し
て
い
ま
す
。

解
決
を
図
る
推
進
役
を
担
い
ま

す
。
こ
の
地
域
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を

新
た
に
導
入
す
る
自
治
振
興
区
に

対
し
て
、
そ
の
人
件
費
相
当
分
を

市
が
負
担
し
、
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

現
在
、
10
の
自
治
振
興
区
、
15

人
が
活
動
し
て
お
り
、
有
償
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
仕
組
み
づ
く
り

や
移
住
者
の
呼
び
込
み
、
高
齢
者

の
生
き
が
い
づ
く
り
、
特
産
品
開

発
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
今

で
は
多
く
の
視
察
を
受
け
入
れ
、

研
修
な
ど
で
講
師
を
依
頼
さ
れ
る

山 下 賢 治 さん

峰田自治振興区
地域マネージャー

　平成 26年から峰田地域振興
計画にある「助っ人プロジェクト」
の仕組みづくりのため、地域内
の各種団体との連携、連絡調整
を専門的に行う地域マネージャーとして委嘱されました。
　区民が依頼者になったり支援者になったりする相互扶助
組織「お助けネット峰田」を同年７月に立ち上げることが
できました。既に200件余りの支援活動が実行されていま
す。今後も「お互いさま」の気持ちで区民の皆さんの利用
が増えればいいと思います。
　また、本年度からは自主防災組織の活性化に取り組んで
います。大規模な災害が起こったときこそ、「自助」「共助」
「公助」がうまく連携することが重要ということを踏まえて
活動しています。古里である峰田への感謝の気持ちを持ち
ながら、「自主防災マップ・マニュアルの作成」や「防災
計画の立案・見直し」など、峰田に暮らせてよかったと思
える「安心安全な峰田」を目指し、取り組んでいます。

３　支援制度の活用
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